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消 防 署 、病 院 見 学 な ど

救急救命士に必要な専門的知識・技
能を身につけるとともに、その専門
性を十分理解し、必要な知識・技能
を活用できる。

救急救命士の立場からリーダーシッ
プを発揮したチームアプローチに
よって、対象者を支援しQOL向上に
貢献することができる。

情報化・異文化融合社会で求められ
る情報収集・分析能力を養い、保健
医療福祉スポーツ分野の職種を横断
的・融合的に理解することで、教養的
知識を修得し、豊かな人間性・倫理
性・専門性を育み、対象者の支援に
貢献することができる。

救急救命士の専門的知識と技術、教
養的知識を対話・コミュニケーショ
ンを通じて総合的に活用し、計画
(P)・実行(D)・評価(C)・改善(A)の
PDCAサイクルを繰り返すことで、
問題を解決することができる。

異文化・多職種理解を通じて、救急
救命士の専門性を理解した上で、自
身のキャリアプランを形成し主体的
に自己研鑽することができる。
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